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京丹後へ帰ろう。

左／宮大工の仕事に欠かせないノミ。 大小さまざまな種類を使い分け、 木

材を加工していく。

　

右／始業前や仕事の合間に道具の手入れを行う。上
手く研げるようになるまでに相当の鍛錬が必要という。

木
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宮
大
工
の
技
術
と
魂
を
継
承
し
て
い
く
。
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築
系
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

　　

京
都
市
内
の
工
務
店
で
４
年

半
修
行
を
積
ん
だ
後
、
今
年
９
月
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
父

が
営
む
有
限
会
社
玉
田
工
務
店

（大

宮
町
）
で
宮
大
工
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。

主
に
社
寺
建
築
や
祭
り
屋
台
な
ど

の
修
繕
を
手
掛
け
る
宮
大
工
は
、
一

人
前
に
な
る
ま
で
に
最
低
で
も
１０
年

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
い

う
の
も
、
最
近
の
家
屋
と
違
い
、
伝

統
的
な
木
造
建
築
に
は
ネ
ジ
や
金
物

を
使
わ
ず
、
木
と
木
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
て
い
く

「木
組
み
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
屋
根
に
も
さ
ま
ざ
ま

繕お１
平舘
，唯縄蝉
耽
胴

　　
　　　
　
　
　
　

　　
　
　
　　　　
　
　

　
　

　

　　

　　
　
　

左から平井大嗣さん、 棟梁の玉田糊嗣

、
ノリ
、
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左

さ

な
造
り
が
あ
る
か
ら
で
す
。
加
え
て
、

詳
細
な
図
面
も
残
っ
て
い
な
い
こ
と

が
多
く
、
修
復
作
業
に
は
専
門
的
な

知
識
と
高
度
な
技
術
、
長
年
の
経
験

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

使
う
木
材
も
鞄
や
ノ
ミ
を
使
っ
て

手
作
業
で
加
工
し
て
い
く
た
め
、
修

繕
を
終
え
る
ま
で
に
３
年
ほ
ど
要
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
完
成
し
た

と
き
の
優
美
な
姿
を
見
る
と
何
と
も

言
え
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

　

こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
う
ち
に
日

本
古
来
の
木
造
建
築
が
好
き
に
な

り
、
休
日
に
は
神
社
仏
閣
を
巡
る
の

が
趣
味
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

未
熟
で
す
が
、
丹
後
の
貴
重
な
文
化

財
を
守
る
と
と
も
に
、
宮
大
工
の
技

術
と
魂
を
親
父
か
ら
受
け
継
ぎ
、
次

代
へ
継
承
し
て
い
き
た
い
で
す
。

着物姿で舞い、丹後ちりめんの魅力を発信
【丹後小町踊り子隊

　

隊員

　

竹中沙織さん】
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「丹後ちりめんの魅力を伝えたし、一。「丹後を盛り上げたし、ｊ。
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声を上げた丹後小町踊り子隊。毎年春の京丹後ちりめん祭を
はじめ、式典や地域の行事、 市内外のイベントで踊りを披露
してし、ます。 メンバーは１０代～３０代の９人。 いつかは、 丹雲霧善書議題墓園！馨璽轟難幽し、と思ってし、ます。

　

現在、丹後小町踊り子隊では隊員を募集中です。踊り初心
者の方でも大歓迎！私たちと一緒に、京丹後を元気にしてし、
きましょう。 お問し、合わせは京丹後市商工会 （笠６２‐０３４２）

　

京丹後ちりめん祭のステージで踊りを披露する丹後小町踊り子隊。
まで。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

華やかな舞で丹後ちりめんの魅力を発信する。

２０１７．１２ 京丹後 １６
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有限会社玉田工務店・宮大工

玉 田 格 城 さん（２５歳・大宮町）
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